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岩手県津波防災専門技術委員会・小委員会議事録 

（開催日時）平成 23 年 9 月 16 日（金）10:00～13:00 

（開催場所）ホテルメトロポリタン盛岡（本館）４Ｆ姫神の間 

 

１ 開 会 

２ 議 事 

  （１）個別地区における津波対策施設の整備目標について 

     ①大槌地区海岸（大槌町） 

  （２）地域海岸の設定について 

  （３）その他 

３ その他 

４ 閉 会 

 

出席委員 堺茂樹委員長、首藤伸夫委員、南正昭委員 

 

 

 １ 開 会 

〇北村河川課主任主査  それでは、ただいまから岩手県津波防災技術防専門委員会・小委

員会を開催いたします。 

 本日の小委員会は、海岸保全施設の整備目標を早期に決定するということで、沿岸市町

村の復興を少しでも早めたいという思いで緊急的に開催させていただきました。委員会規

約では、専門委員会の成立には委員の過半数の出席が必要でありますが、緊急の日程調整

であったため、過半数の出席をいただくことができませんでした。そこで、沿岸市町村の

少しでも早い復興は全委員共通の望みでもあることから、過半数未満の出席となりますが、

本日小委員会を開催することを事前に全委員から了解をいただいております。なお、本日

欠席される委員の皆様には事務局で個別に内容を説明させていただき、ご意見をいただく

こととしております。 

本日は大槌町の大槌地区海岸における多重防災型まちづくりについて、具体的にご審議

いただくこととしております。 

 配付資料の確認を行います。次第とそのほかに参考資料－１から参考資料－４までござ

います。お手元の資料の確認をお願いいたします。参考資料は非公開資料となりますので、

お取り扱いにはご注意願います。 

 次に、議事録作成のため録画及び録音させていただきたいと考えております。 

 

２ 議 事 

  （１）個別地区における津波対策施設の整備目標について 

     ①大槌地区海岸（大槌町） 

  （２）地域海岸の設定について 

  （３）その他 

〇北村河川課主任主査  それでは、ここからの小委員会の運営は専門委員会規約に準じま



- 2 - 
 

して、委員長に議長をお願いいたします。 

 堺委員長、よろしくお願いいたします。 

〇堺委員長  それでは、ちょっと人数が少ない小委員会でありますけれども、後ほど他の

委員の方からしっかりと意見いただいて、もちろんこの小委員会である程度の方針を立て

るということで進めたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

 

 

  （１）個別地区における津波対策施設の整備目標について 

    ＜ ①大槌地区（大槌町）について議論 ＞ 

    ＜ ②吉里吉里地区（大槌町）について議論 ＞ 

 

議論において、委員から以下のような意見が出されました。 

 

・地盤が軟弱な箇所では、大きな防潮堤をつくるよりも高台移転を推奨したい。 

・過去の津波でもすでに検証されているが、防潮堤があれば反射波で他箇所の津波高が

高くなる。 

・復興の方針を早期に示すことで、人口流出に歯止めをかける必要がある。 

 

 

 

  （２）地域海岸の設定について 

 

議論において、委員から以下のような意見が出されました。 

 

・これまで県（専門委員会）で議論してきて決めてきたことのうちの一部は、国が方針

を後から出してきたことにより、採用できなくなる。国の方針に従わざるを得ないの

は分かるが、それならば追認するための専門委員会は必要ないのではないか。 

・国が決めた方針と、県（専門委員会）で議論して決めたこととを、明確に分けて説明

すべき。国が決めた方針には、国が説明責任を持つべき。 

 

 

 

  （３）その他 

 

議論において、委員からの意見は特にありませんでした。 

 

 

 

〇堺委員長  今日は臨時といいますか、小委員会でありますけれども、いろいろご議論い
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ただきましてありがとうございました。 

 では、きょうの議題、議事はこれで終わりたいと思います。どうもありがとうございま

す。 

〇北村河川課主任主査  委員の皆様、ご議論ありがとうございました。 

 それでは、ここで佐藤河川港湾担当技監よりごあいさつを申し上げます。 

〇佐藤河川港湾担当技監  10 時から昼時間まで入っておりましたけれども、３時間にわた

りましてご審議いただき、ありがとうございました。 

今日は、非常に重要な話が出たところに３人の委員の先生方だけということで、大変申

し訳なく、基本的な考え方のところを少しシフトしているというところについて、十分な

説明ができず、大変申し訳ございませんでした。 

 ただ、これまで検討していただいたこと、あるいは市町村に対していろいろアドバイス

していただいたことなど、市町村の方も参加して、まちづくり等のあり方についてもかな

り岩手県は議論してきているものと自負しております。具体的に防潮堤の復旧の災害査定

も来週から入りますけれども、そういうことと併せてまちづくりに取り組んでいきたいと

思いますので、引き続きご指導のほうお願いしたいと思います。 

 本当にありがとうございました。 

 

 ４ 閉 会 

〇北村河川課主任主査  それでは、本日の委員会はこれをもちまして閉会といたします。

なお、会場の都合によりまして、13 時までにご退室いただきますようご協力をお願いいた

します。本日は、ありがとうございました。 


